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在日外国人が変える日本語教育、そして日本

◆ 国立民族学博物館民族社会研究部教授

庄 司　博 史

在 日外 国人 の もた ら した 社会 の変 化

　 2004年 春 、国立民族学博物館(民 博)に おいて、特別展「 多み

んぞ くニホンー在日外国人の くらし一」 が開催 された。それを

発案、企画 したわた しの主な目的は次の2点 であった。ひとつ

は、20年 来 急速 に多民族化 した日本 の現状 を、外国人 コミュニ

ティー と日本社会のさまざまな変化を通 じて実感すること。ふ

たつめは、 これか らも日本が多民族化することを前提 に、ます

ます必要 とされる共生への自覚を喚起することであった。

　 この特別展示をほかならぬ民博で計画 したのは、今まで外の

民族 に関心 を持 ち続 けてきた文化人類学 こそ、足元の多民族

化、すなわちわれわれ 自身に目を向けるべ きとい う意義を感 じ

たからである。結果 として人類学にいかほどのイ ンパ ク トを与

えたか定かではないが、多くの来館者か らは、はじめて 日本の

多民族化が ここまで進んでいることを知った とい う感想を得 る

ことができた。

　確かに、現在われわれの周囲では、外国人増加 にともな う多

くの変化が起 こりつつある。外 国人 との接触が 日常化しただけ

ではない、エスニ ックショップや外国人集住都市の出現など20

年前 には想像 もつかなかった ことも多い。特に外国人とともに

持ち込まれた外国語は日

本の言語状況を変えつつ

ある。今や外国人の多く

住む自治体では外国語に

よる多様な情報が用意さ

れ、外国人のための新聞

雑誌などの出版活動をは

じめ商店の広告、交通機
国内で発行 されて いる外 国語 による新聞 ・

雑誌 は、現在200タ イ トル に及 ぶ。

関の案内も多言語化されるのはめずらしくなくなった。

　 しか し、その影響 は外 国語使用のみ にとどまらず 日本語 の世

界にも及んでいる。語彙や文法、発音、 さらに文体への影響は

当然あるが ここでは、外 国人に対する日本語教育、特 に日本語

支援 について考えたい。

変わ る日本語教育

　 4、50年 前まで、日本語が外国人によって話されるなどとい

うのは奇妙なことであった。日本びいきの研究者が、まれに日

本語を話したりすれば、こころの底をのぞかれているようで、

不安さえおぼえたものだ。70年代以降、経済成長とともに状況

が一転し、海外では日本語へ興味が向きはじめる。海外の多く

の大学に日本語学科が新設され、一般向けの日本語教室も繁盛

しはじめた。

　かくして外国人への日本語教育を通じ、日本語も輸出品目の

ひとつとなった。国力増強 とともに政府も国家的事業として日

本語普及に力を入れてきた。同時に普及の対象であったのが茶

道や生け花など 「日本文化」であった。海外では日本の経済進

出にやたら風当たりが強かっただけ、日本語と抱き合わせで紹

介する日本文化がその緩衝材となるとの思惑もあっただろう。

実際、日本語教育は日本文化紹介の使命も帯びた時期があっ

た。日常の習慣から、果ては禅や歌舞伎などおよそ普通の日本

人には縁のない世界まで、日本から送られてくる教科書や副読

本にはあふれていた。

　いずれにせよ、外国人への日本語教育は外向けのものであっ

た。日本で日本語を学ぶ外国人の多くも留学生で、いずれ本国

にもどる人々であった。そこでも文化の抱き合わせ教育は続
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く。外国人留学生 との交流は、和服やはっぴを着せ、茶室に座

らせて茶 をすす らせ るか、筆を持たせて習字をさせ、日本文化

を教えるもの と決まっていた。

在 日外 国人 へ の 日本 語教 室

　 しか し、現在、 日本語教育をめ ぐる事情は さらに大きく変わ

っている。学習や実社会での実践的な日本語運用能力を必要 と

する留学生、就学生 は17万 人 にものぼるとい う。かれら自身日

本の多民族社会の重要な構成メンバーであ り、かれ らとの 日常

の接触のなかで、肩肘をはらず につきあいのできる日本人も増

えた。

　 なによ り変わったのは、留学生でも就学生でもない外国人が

日本語を学びはじめた ことだ。多 くは、いわゆる中国帰国者、

難民、南米からの 日系人たち とその同伴 ・呼び寄せ家族、ある

いは日本人 との結婚で来 日した人々などである。わたしたちの

ごく身近 に住み、そして働 きなが らも、費用や資格や蒔間の面

で留学生のよ うに日本語学習 に全力を投 じる ことがで きない

人々である。到着 したその日から実社会で生活 しなが ら、 日本

語が壁 とな り、 どれだけ不 自由をしてきたか、ここで くりかえ

す必要はないであろ う。

　 かれ らに手を差 しのべたのが、今や 日本 中いたるところでボ

ランティアを中心に活動 している日本語教室である。自治体や

NGOか ら場所 など支援 を受 けているもの もあるが、まった く

自前で行っているものもめず らしくない。 日本語学校や大学で

の本格的な日本語教育 と区別するため、 日本語支援 と呼ばれは

じめているが、事実いくつか特徴がある。

　 日本語支援では、実生活で即戦力 となる 日本語が要求される

ことはもちろんであるが、教え方、教材、そ して指導者の資格

や技術 も基本的に非専門的とい う面もある。 しかし、わた しが

なにより注 目しているのは、たず さわる人々の多様性、そ して

民衆を基盤にする末広が りの構造 とそれが持つ可能性だ。

　 支援者にはてっとり早い国際交流 とい う動機ではじめた人も

多いだろう。あるいは日本語の知識を生かすため、あるいは純

粋 に外国人支援を目的とする人も少な くないはずだ。いずれに

せ よ、日本語支援 を通 じて多 くの日本人が外国人 と、それ もず

っと身近なレベルでつ きあっていることになる。インターネ ッ

トの検索でも、 日本全国に大小無数の 日本語教室が活動してい

るのがわかる。 日本語支援を支える日本語教材が多数出版 され

はじめていることもそれを語っている。

日本語支援者の役割

　日本語支援という行為は外国人への単なる一方的な日本語能

力指導ではない。外国人が支援者を通じ、さまざまな生活情報

や日本人についてより深く知る機会を得ることができるのはい

うまでもない。しかし、日本人も外国人と接触し、多くのこと

を学んでいるはずだ。単に外国やその文化についての知識では

ない。むしろ外国人とつきあい、かれらとコミュニケーション

の成立を体験することで、われわれにしみつき、われわれを拘
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束 していた外 国

人観が大きく影

響を受けている

と思われる。お

そ らく日本全国

で活動する何万

人 もの目本語支

援者の貴重な経

験は、 日本人の

外国人 に対する

ブラ ジル人学校 の小学 生たち。　 (茨城県水海道 市)

現在 日本 には、北 関東 を中心に約30の ブラジル人学

校が存在す る。　 (写真： 掛 札綾)

他者意識を変えていくひとつの要因になろう。

　支援者のなかにはかつての、大学、 日本語学校は専門職、一

般向けはボランティア とい う構図を くつがえすほ どの経験や高

度な技術をそなえた人がいる。 と同時に、は じめたばか りで、

技術、知識の点で十分でない人 もいる。しか しこの人々 の存在

が地域の一般民衆と日本語支援者 とをつないでいることこそ重

要である。かつての留学生 との交流 と比較すれば よい。留学生

もそれ にかかわる人々 ともどちらかとい うと社会の恵まれたク

ラスに属 していた。両者 ともある意味では国の代表 としての気

概 と自負を持 っていたはずだ。 これ に対し、 日本語教室は学ぶ

ほ うも支援者 も地域の住民 としてかかわ りあえる点、はるかに

共生社会に近いところにあるといえる。

外 国人 が 崩 す 「閉 ざ され た 日本 語 」

　 日本語は今まで 日本 人に とっても、意識の うえの壁であっ

た。 日本語は長 く、まれな才能 を持 ちあわせた外国人以外、縁

のないものであった。少な くともそ う思えた。世界一難解 な日

本語が 日本のこころをまもり、 日本人た らしめているとさえみ

えた。外国人のへたな 日本語は逆にわれわれを安心 させ、満足

させた。われわれが外国語を学べない ように、外国人も学べな

いのは当然のことであった。ことばの壁に隔て られた別世界、

梅樟忠夫のい うr閉 ざされた 日本語」の世界にわれわれは安住

できたのである。しか し今、 日本語を流暢に話せる外国人はめず

らしいことではない。 ごく普通の外国人が 日本語を話すことでや

っと日本語も普通のことばのひとつ となれたのである。この壁 を

乗 り越えてこそ、自分たちのことばへの反省があ り、今やっとめ

ばえてきた「やさしい日本語」への視点がある。底辺か らそれ を

支えてきた日本語教室が果たした役割は小 さいものではない。

　今、在 日外国人の登録数は200万 人 に近づきつつ ある。人 口

の1.5%で あ る。この数が 日本社会の多民族化 とい う観点か らみ

て大 きいか どうかはさま ざまな評価はあろ う。 しか し、この数

が国民国家 日本 を演出し、また型 にはめてきた役者 日本語の役

回 りを変えつつあることは確かなよ うだ。

庄司博史(し ょ うじひ ろし)
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